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 全国学力・学習状況調査の概要
 学　　　　　力　　　　　面 学　　習　　状　　況　　面
 【６年生】 

○国語科では、漢字の書き取りができている。 
○算数科では、基本的な問題ができている。 
 
▲国語科では、読むこと・書くことに課題があ

る。 
▲算数科では、作図問題に課題がある。 
 
【９年生】 
○国語科では、知識・技能の問題ができている。 
○数学科では、一次関数の問題ができている。 
 
▲国語科では、記述式の問題で無解答率が高い。 
▲数学科では、基礎的な問題・記述式の問題がで

きていない。特に記述問題での無解答率が高
い。

【６年生】 
〇将来の夢や目標を持っている児童が多い。 
〇社会や地域をよくしたいと思っている児童が多

い。 
▲分からないところがあったら学び方を工夫しよ

うとする児童が少ない。 
▲平日の家庭学習の時間が少ない傾向にある。 
 
【９年生】 
〇話し合い活動により、自分の考えを深めたり、

新たな考え方に気づいたりすることができる。 
〇人が困っていたら進んで助けることができる。 
▲平日の家庭学習の時間が少ない傾向にある。 
▲毎日の就寝時間にばらつきがあり、生活習慣の

改善が必要である。

 岡山県学力・学習状況調査の概要
 学　　　　　力　　　　　面 学　　習　　状　　況　　面
 【前期】 

○国語科では、漢字の書き取り・物語文で感情を
とらえる・条件作文ができている。 

○算数科では、基礎的な問題ができている。 
 
▲国語科では、語彙問題・文章の構成・説明文の

読み取りができていない。情報の処理スピード
が遅い。 

▲算数科では、時刻と時間・応用問題ができてい
ない。計算のきまりが理解できていない。 

 
【後期】 
○国語科では、文章の情報整理ができている。 
○数学科では、基礎的な問題ができている。 
 
▲国語科では、文章内容の読み取り・条件作文が

できていない。特に作文問題では無解答率が高
い。 

▲数学科では、活用問題・図形問題ができていな
い。

【前期】 
〇授業で学んだことを、つぎの学習や実生活に生

かそうとする児童が多い。 
〇自分が住んでいる地域が好きで、地域の行事に

参加している児童が多い。 
 
▲平日の家庭学習の時間が少ない傾向にある。 
▲平日の家庭ゲームの時間が長い傾向にある。 
 
【後期】 
〇困っている人を助けたい・人の役に立つ人間に

なりたいと思っている生徒が多い。 
〇自分が住んでいる地域が好きで、地域の行事に

参加している生徒が多い。 
 
▲自分の考えを工夫して発表できる生徒が少な

い。 
▲自分に自信がない生徒が多い。

 改　　　　　　　善　　　　　　　策
 寄　島　学　園　で　　の　　取　　組
 ①「わかる・できる」授業づくり 

・児童生徒が主役　・年間、単元、毎時間の授業計画　・振り返りの工夫　・研究授業　・意図（視
点）のある発問 

②基礎学力の定着 
・朝学習の取り組み　・授業での継続的な指導　・教え合い　・放課後学習　・家庭学習 

③児童生徒の「読解力」・「表現力」の向上 
・根拠を持って解答させる場面の設定　・応用問題への挑戦　・学校全体での取り組み（ICT の活

用） 
④教師・仲間からの前向きな働きかけ（心理的安全性の確保） 



 ・声かけ（挑戦することを推奨する声、失敗してもよいと思えるクラスづくり）　・賞賛し合える雰
囲気づくり 

・仲間と協力して課題に取り組む　・SEL、コミュニケーショントレーニングなどの取り組み
 家庭・地域へのお願い
 CS 運動「認めて　ほめて　励まそう！」 

・家庭学習の時間を確保、勉強のやり方をアドバイス。（学習習慣の定着） 
・地域（学校支援ボランティア）への参加。（学校運営への参加）


